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は
じ
め
に

『
論
語
』
は
、
中
国
古
代
に
お
け
る
著
名
な
思
想
家
―
孔
子
と
そ
の

弟
子
た
ち
の
言
行
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
二
十
篇
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
古
来
、
儒
家
の
重
要
な
経
典
著
作
と
し
て
後
世
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
た
。
日
本
に
は
応
神
天
皇
の
時
代
に
百
済
を
経
由
し
て

伝
来
し
た
と
い
わ
れ
、
早
く
か
ら
学
問
の
中
心
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在

も
中
日
国
語
教
科
書
に
お
い
て
、『
論
語
』
は
古
典
の
学
習
の
重
要
な

内
容
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、中
日
中
学
校
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
論
語
』

の
言
葉
を
比
較
し
て
考
察
し
て
み
た
。
こ
の
考
察
を
行
う
こ
と
は
将
来

の
教
材
の
編
纂
に
参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

一
、
中
日
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
『
論
語
』
の
掲
載
状
況

本
稿
で
取
り
上
げ
た
日
本
の
中
学
校
教
科
書
は
、
学
校
図
書
、
教
育

出
版
、
光
村
図
書
、
三
省
堂
と
東
京
書
籍
の
五
つ
の
出
版
社
で
あ
る
。

出
版
社
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
論
語
』
の
言
葉
の
内
容
と
数
は

ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

中
国
で
は
、
国
語
の
教
科
書
は
『
語
文
』
と
い
う
。
二
〇
〇
二
年
に

新
課
程
を
実
施
し
て
以
来
、
中
国
全
国
の
中
学
生
が
新
課
程
教
科
書
を

使
い
始
め
た
。
全
国
中
小
学
校
教
科
書
審
査
決
定
委
員
会
の
初
審
に

よ
っ
て
、
中
学
校
新
課
程
教
科
書
は
主
に
三
種
類
が
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
人
民
教
育
出
版
社
（
人
教
版
）、
語
文
出
版
社
（
語
文
版
）、

江
蘇
教
育
出
版
社
（
蘇
教
版
）
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
『
論
語
』
の
言
葉
の
内
容
と
数
は
出
版
社
に
よ
っ
て
異

な
る
。
例
え
ば
、
中
学
校
一
年
版
で
は
人
教
版
（
旧
版
）
は
十
則
、
人

教
版
（
新
版
）
は
十
二
則
、
語
文
版
は
六
則
、
蘇
教
版
は
八
則
。
中
学

校
三
年
版
で
は
、
語
文
版
は
十
則
が
載
っ
て
い
る
。

　
　

中
日
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
漢
文
に
つ
い
て
の
比
較
研
究

　
　
　
　

―
中
学
校
に
お
け
る
『
論
語
』
の
言
葉
―

周　
　
　

福　

紅
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中
国
の
中
学
校
『
語
文
』
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
論
語
』
の

言
葉
を
ま
と
め
て
み
た
。〈
資
料
〉
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
中
日
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
論
語
』
の
言
葉
の
比
較

資
料
に
よ
る
と
、中
国
の
『
語
文
』
教
科
書
に
は
二
十
六
則
（
重
な
っ

て
い
る
も
の
は
一
則
と
し
て
数
え
る
）、
日
本
の
国
語
教
科
書
に
は

十
四
則
（
重
な
っ
て
い
る
も
の
は
一
則
と
し
て
数
え
る
）
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
論
語
』
の

言
葉
が
多
い
。「
子
曰
、
三
人
行
、
必
有
我
師
焉
。
…
」、「
子
曰
、
歳
寒
、

然
後
知
松
柏
之
後
彫
也
。」、「
子
貢
問
曰
、孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
。
…
」

な
ど
日
本
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。『
論

語
』
は
中
国
の
伝
統
思
想
の
根
幹
な
の
で
、
中
国
の
方
が
重
視
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

日
本
の
方
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
論
語
』
の
言
葉
の
数
こ
そ
少
な

い
が
、
中
国
の
『
語
文
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
も
あ
る
。
そ
れ

は
、「
子
曰
、
過
而
不
改
…
」、「
厩
焼
。
子
、
退
朝
曰
、
傷
人
呼
。
…
」、

「
子
夏
為
莒
父
宰
、
問
政
。
…
」
な
ど
八
則
で
あ
る
。

両
方
載
っ
て
い
る
『
論
語
』
の
言
葉
も
あ
る
。「
子
曰
、学
而
時
習
之
、

不
亦
説
乎
。
…
」、「
子
曰
、
温
故
而
知
新
。
可
以
為
師
矣
。」、「
子
曰
、

学
而
不
思
則
罔
、
思
而
不
学
則
殆
。」
な
ど
で
あ
る
。

論
語
は
周
知
の
よ
う
に
、孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
録
で
あ
る
。

最
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
孔
子
の
言
行
で
あ
る
が
、
曾
子
・
子

貢
・
子
路
・
子
夏
を
は
じ
め
と
し
た
有
名
な
弟
子
た
ち
と
孔
子
と
の
対

話
や
、
ま
た
弟
子
た
ち
自
身
の
言
葉
も
数
多
く
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
も
の
は
「
子
贡
問
曰
、
有
一
言
而
可
以
终

身
…
」
を
除
い
て
、
全
て
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
。
中
国
の
『
語
文
』
に

は
、
孔
子
の
言
葉
の
ほ
か
に
曾
子
・
子
貢
・
子
夏
の
言
葉
も
あ
る
。

以
下
で
は
、
中
国
の
『
語
文
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
日
本
の
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
『
論
語
』
の
言
葉
と
、
日
本
の
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
に
中
国
の
『
語
文
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
の

い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
分
析
し
て
説
明
す
る
。

　
　

三
、
日
本
の
『
国
語
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
言
葉

①
子
曰
：〝
三
人
行
，
必
有
我
师
焉
。
择
其
善
者
而
从
之
，
其
不
善
者

而
改
之
。〞

 

子
曰
、
三
人
行
、
必
有
我
師
焉
。
択
其
善
者
而
従
之
、
其
不
善
者
而

改
之
。（
述
而
第
七
）

 

「
子
曰
く
、
三
人
行
け
ば
、
必
ず
我
が
師
有
り
。
其
の
善
な
る
者
を

択
び
て
之
に
従
ひ
、
そ
の
不
善
な
る
者
に
し
て
、
之
を
改
む
」。

 

通
訳　

孔
子
言
う
、
三
人
の
人
が
同
じ
道
を
行
け
ば
、
必
ず
そ
の
中

に
自
分
の
師
と
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。自
分
の
ほ
か
の
二
人
の
中
の
、

善
な
る
者
を
選
ん
で
、
そ
れ
を
見
倣
う
よ
う
に
し
、
不
善
な
る
者
に

か
ん
が
み
て
、自
分
の
不
善
を
改
め
る
よ
う
に
す
る
。
か
く
す
れ
ば
、

そ
こ
に
師
は
き
っ
と
得
ら
れ
る
も
の
だ
。（『
新
釈
漢
文
大
系　

第
一
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巻　

論
語
』）

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
触
す
る
。

そ
し
て
人
々
は
一
定
の
長
所
を
持
っ
て
い
る
。
中
に
は
き
っ
と
私
た
ち

は
学
ぶ
べ
き
長
所
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
人
々
は
自
分
の
よ
き
師
よ

き
友
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
の
小
中
学
校
で
は
こ
の
言
葉
を
作

文
の
テ
ー
マ
と
し
て
学
生
た
ち
に
書
か
せ
て
い
る
。

『
全
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

論
語
』に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
載
っ

て
い
る
。

人
生
の
師
は
見
聞
す
る
社
会
の
随
処
に
い
る
（
中
略
）。『
春
秋
左

氏
伝
』
襄
公
三
十
一
年
に
、
鄭
の
子
産
が
「
其
の
善
な
る
所
の
者

は
、
吾
れ
則
ち
之
れ
を
行
ふ
。
其
の
悪
な
る
所
の
者
は
、
吾
れ
則

ち
之
れ
を
改
む
。
是
れ
吾
が
師
な
り
。」と
い
う
。（
中
略
）『
老
子
』

も
「
善
人
は
不
善
人
の
師
、
不
善
人
は
善
人
の
資
」
と
い
う
（
第

二
十
七
章
）。
不
善
者
を
も
反
面
教
師
に
す
る
の
は
、
人
生
の
智

恵
の
ゆ
た
か
さ
に
由
る
。
具
体
的
な
体
験
の
な
か
に
師
を
見
つ
け

る
の
で
あ
る
。

②
子
曰:

〝
岁
寒
，
然
后
知
松
柏
之
后
凋
也
。〞

 

子
曰
、
歳
寒
、
然
後
知
松
柏
之
後
彫
也
。

 

「
子
曰
く
、
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
松
柏
の
彫
む
に
後
る
る
を
知
る
。」

 

通
訳　

孔
子
言
う
、
時
節
が
寒
く
な
る
と
初
め
て
、
松
や
柏
が
、
他

の
草
木
は
枯
れ
し
ぼ
む
の
に
、
後
ま
で
し
ぼ
ま
な
い
で
残
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
事
に
遭
遇
し
て
初
め
て
君
子
の

節
操
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の
だ
。（『
新
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻   

論
語
』）

 

補
説　

こ
の
比
喩
も
、
孔
子
の
当
時
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
れ
た
比
喩
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
に
、あ
る
い
は
、

多
少
の
変
形
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
書
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
、『
史
記
』
伯
夷
伝
に
「
歳
寒
う
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の

凋
む
に
後
る
る
こ
と
を
知
る
。
挙
世
混
濁
し
て
、清
士
乃
ち
見
は
る
」

と
い
う
。（『
全
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

論
語
』）

『
全
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

論
語
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
比
喩
の

言
葉
で
あ
る
。
孔
子
の
言
葉
の
中
に
は
比
喩
の
言
葉
が
多
い
。
日
本
の

国
語
教
科
書
に
は
こ
の
よ
う
な
比
喩
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
掲
載
し
て
も
、
中
学
生
は
そ
の
言
葉
の
表
面
的
な
意
味
し
か
理

解
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
言
葉
を
掲
載
す
れ
ば
、
中
国
の
歴
史
や
文
化
を
も
っ
と
深
く
理
解
で

き
る
可
能
性
も
あ
る
。

自
然
界
の
冬
の
到
来
に
対
し
て
最
後
ま
で
「
緑
の
葉
」
を
枯
ら
さ
ず

に
守
ろ
う
と
す
る
松
や
柏
の
樹
木
を
、
最
後
ま
で
信
念
と
仁
徳
を
貫
く

「
誠
実
な
弟
子
」
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
諸
侯
か
ら
の
弾
圧
や

差
別
な
ど
に
負
け
ず
、
最
後
ま
で
孔
子
の
も
と
を
去
ら
な
か
っ
た
弟
子

た
ち
の
信
義
と
誠
実
に
対
し
て
、
晩
年
の
孔
子
は
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る

松
柏
の
姿
を
垣
間
見
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
子
贡
问
曰
：〝
孔
文
子
何
以
谓
之
文
也
？
〞
子
曰
：〝
敏
而
好
学
，
不

耻
下
问
，
是
以
谓
之
文
也
。〞（
公
冶
長
第
五
）
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子
貢
問
曰
、
孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
。
子
曰
、
敏
而
好
学
、
不
恥
下

問
。
是
以
謂
之
文
也
。

 

「
子
貢
問
ひ
て
曰
く
、
孔
文
子
は
何
を
以
て
之
を
文
と
謂
ふ
か
と
。

子
曰
く
、
敏
に
し
て
学
を
好
み
、
下
問
を
恥
ぢ
ず
、
是
を
以
て
之
を

文
と
謂
ふ
な
り
と
。」

通
訳　

子
貢
が
問
う
て
言
う
の
に
、「
孔
文
子
は
ど
う
し
て
文
と

い
う
美
し
い
諡
（
お
く
り
な
）
を
得
た
の
で
す
か
」。
孔
子
答
え

て
言
う
、「
あ
の
人
は
生
ま
れ
つ
き
利
発
で
あ
り
な
が
ら
学
問
に

熱
心
で
、
目
下
の
人
に
教
え
を
乞
う
こ
と
を
恥
と
し
な
か
っ
た
。

こ
の
故
に
、
文
と
い
う
諡
を
得
た
の
だ
」
と
。（『
新
釈
漢
文
大
系

第
一
巻　

論
語
』）

孔
文
子
は
衛
の
名
門
の
出
身
で
、
姓
を
孔
、
名
を
圉
（
ぎ
ょ
）
と
い

う
が
、
諡
と
し
て
最
高
の
価
値
を
持
つ
「
文
」
と
い
う
諡
を
与
え
ら
れ

て
い
た
。
子
貢
は
孔
子
に
、「
な
ぜ
孔
文
子
が
、
名
誉
あ
る
「
文
」
の

諡
を
与
え
ら
れ
た
の
か
」
と
問
い
か
け
た
。
孔
子
の
答
は
、「
も
と
も

と
彼
は
明
敏
で
学
問
を
好
む
人
だ
っ
た
。分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

た
と
え
目
下
の
相
手
で
あ
っ
て
も
教
え
を
乞
う
て
、
そ
れ
を
恥
じ
な

か
っ
た
。
そ
う
い
う
態
度
は
立
派
で
あ
り
、
だ
か
ら
「
文
」
と
い
う
諡

を
も
ら
っ
た
の
だ
。」
と
。
人
に
も
の
を
尋
ね
る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
恥
だ
と
思
っ
て
聞
か
ず
に
や
り
す
ご
せ
ば
、
な
お
大
恥

を
か
く
こ
と
に
も
な
る
。
誰
で
も
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
だ
わ
り
を
早
め
に
捨
て
、下
問
を
恥
じ
ず
、

よ
り
悔
し
さ
の
少
な
い
人
生
に
近
づ
け
る
よ
う
に
思
う
。

日
本
の
教
科
書
が
こ
の
言
葉
を
載
せ
て
い
な
い
原
因
の
一
つ
と
し
て

は
、「
文
」
と
い
う
文
字
の
意
味
と
関
係
が
あ
る
と
思
う
。
伝
統
的
な

訳
に
よ
る
と
、「
孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
」
の
「
文
」
は
諡
で
あ
る
が
、

郭
沫
若
（
注
一
）
の
結
論
に
よ
る
と
、「
文
」
を
「
有
名
に
な
る
」
と

訳
す
の
が
正
し
い
。
い
っ
た
い
ど
の
訳
が
正
し
い
か
ま
だ
結
論
が
出
て

い
な
い
よ
う
だ
。
も
う
一
つ
は
「
謂
」
の
訳
で
あ
る
。「
謂
」
は
字
面

か
ら
解
釈
す
る
と
、「
言
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

漢
字
の
「
為
」
に
相
当
し
て
、「
諡
を
得
た
」
と
訳
し
た
。
以
上
の
二

つ
の
理
由
で
、
日
本
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
富
貴
」に
関
す
る
孔
子
の
言
葉
は
中
国
の
国
語
教
科
書
に
三
つ
載
っ

て
い
る
が
、
日
本
の
国
語
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
高
橋
均
訳
の

『
論
語
新
探
―
論
語
と
そ
の
時
代
』（
大
修
館
・
一
九
八
一
）
に
よ
る
と
、

春
秋
過
渡
期
に
お
け
る
貧
富
の
交
代
は
、『
論
語
』の
記
述
か
ら
み
る
と
、

か
な
り
急
激
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国
で
の
貧
と
富
の
分
化
の
問

題
は
古
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
、
ず
っ
と
国
家
及
び
社
会
各
階
級
の
関

心
の
焦
点
で
あ
る
。
そ
れ
で
中
国
の
国
語
教
科
書
に
次
の
言
葉
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

・「
子
曰
く
、疏
食
を
飯
ひ
、水
を
飲
み
、肱
を
曲
げ
て
之
を
枕
と
す
。

楽
し
み
亦
其
の
中
に
在
り
。
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我

に
於
て
浮
雲
の
如
し
。」

・「
子
曰
く
、
富
と
貴
と
は
、
是
れ
人
の
欲
す
る
所
な
り
。
其
の
道

を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、之
を
得
と
も
処
ら
ざ
る
な
り
。
貧
と
賤
と
は
、

是
れ
人
の
悪
む
所
な
り
。
其
の
道
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
之
を
得
と
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も
去
ら
ざ
る
な
り
。」

・「
子
曰
く
、
富
に
し
て
求
む
可
く
ん
ば
、
執
鞭
の
士
と
雖
も
、
吾

も
亦
之
を
為
さ
ん
。
如
し
求
む
可
か
ら
ず
ん
ば
、
吾
が
好
む
所
に

従
は
ん
。」

そ
の
一
方
で
、
日
本
で
は
貧
富
の
差
が
あ
る
が
、
中
国
の
よ
う
に
激

し
い
も
の
で
は
な
い
た
め
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
言
葉
が
、
も
し
日
本
の
国
語
教
科
書

に
掲
載
す
れ
ば
、
中
国
の
状
況
に
対
す
る
認
識
が
も
っ
と
深
く
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　

四
、
中
国
の
『
語
文
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
言
葉

こ
こ
で
挙
げ
る
の
は
「
厩
焚
、子
退
朝
曰
、傷
人
乎
、不
問
馬
。」、「
子

曰
、
剛
毅
木
訥
、
近
仁
。」、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
「
子
曰
、
過
而
不
改

…
」
で
あ
る
。

①
厩
焚
、
子
退
朝
曰
、
傷
人
乎
、
不
問
馬
。

「
厩
焚
け
た
り
、
子
、
朝
よ
り
退
く
。
曰
く
、
人
を
傷
へ
る
か
と
。

馬
を
問
は
ず
。」

通
訳　

孔
子
の
家
の
う
ま
や
が
火
事
で
焼
け
た
。
朝
廷
を
退
出
し
て

家
へ
帰
っ
た
孔
子
は
、「
人
に
怪
我
は
な
か
っ
た
か
」
と
た
ず
ね
た
。

そ
れ
っ
き
り
で
、
馬
の
こ
と
は
問
い
た
ず
ね
な
か
っ
た
。

余
説　

朱
子
は
、
孔
子
は
馬
を
愛
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
を

傷
つ
け
ん
こ
と
を
恐
れ
る
方
が
多
か
っ
た
。
故
に
馬
を
問
う
暇
が
な

か
っ
た
と
説
明
し
た
。（『
新
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

論
語
』）

補
説 「
人
」
は
、厩
の
火
事
を
消
し
に
来
て
く
れ
た
近
所
の
人
た
ち
。

孔
子
が
厩
の
火
事
を
知
っ
た
時
に
、
何
よ
り
も
心
配
し
た
の
は
、
そ

れ
ら
の
人
た
ち
の
け
が
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、家
に
帰
り
つ
く
と
、

私
有
物
で
あ
る
馬
の
こ
と
よ
り
先
き
に
そ
の
人
た
ち
の
安
否
を
問
う

た
の
で
あ
る
。
孔
子
ら
し
い
行
為
で
あ
る
。「
人
を
傷
な
へ
り
や
」

と
い
う
孔
子
の
言
葉
で
文
章
を
止
め
て
お
け
ば
よ
い
も
の
を
、
記
録

者
が
余
計
な
注
釈
を
つ
け
た
た
め
に
、
却
っ
て
、
動
物
愛
護
の
精
神

を
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
孔
子
は
迷
惑
で
あ
る
。（『
全
釈
漢
文

大
系　

第
一
巻　

論
語
』）

当
時
、
家
畜
と
し
て
の
馬
は
非
常
に
有
効
な
武
器
で
も
あ
り
、
ま
た

高
価
な
財
産
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
馬
が
火
事
の
被
害
に
あ
っ
て
も
、
孔

子
は
ま
ず
自
分
の
弟
子
や
使
用
人
の
身
の
安
全
を
心
配
し
て
、「
人
に

怪
我
は
な
か
っ
た
か
」
と
問
う
た
の
で
あ
る
。
財
産
と
し
て
の
動
物
の

損
失
よ
り
も
人
間
の
安
否
の
ほ
う
を
先
に
心
配
す
る
人
道
主
義
者
と
し

て
の
孔
子
の
人
柄
が
窺
わ
れ
る
章
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
こ
の
話
を
も
と
に
し
て
、「
厩
火
事
」
と
い
う
落
語
が

で
き
た
。
こ
の
落
語
に
つ
い
て
は
、『
日
本
大
百
科
全
書
』
で
は
次
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
論
語
』
か
ら
出
た
教
訓
噺
（
ば
な
し
）。
夫
婦
げ
ん
か
の
絶
え
な

い
髪
結
い
の
お
崎
は
、
亭
主
の
本
心
が
知
り
た
く
て
仲
人
（
な
こ

う
ど
）
に
話
す
。
仲
人
は
、
唐
土
（
も
ろ
こ
し
）
の
孔
子
は
厩
の
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火
事
で
愛
す
る
白
馬
を
焼
死
さ
せ
な
が
ら
も
、
馬
に
か
ま
わ
ず
家

来
の
安
否
を
尋
ね
た
た
め
、
家
来
は
孔
子
を
心
か
ら
尊
敬
し
た
と

い
う
話
と
、
麹
町
（
こ
う
じ
ま
ち
）
の
さ
る
屋
敷
の
旦
那
（
だ
ん

な
）
は
、
奥
方
が
た
い
せ
つ
な
瀬
戸
物
の
鉢
を
持
っ
て
階
段
か
ら

滑
り
落
ち
た
と
き
に
、
鉢
の
ほ
う
ば
か
り
気
に
し
て
奥
方
の
体
の

こ
と
を
少
し
も
聞
か
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
す
る
。
そ
し
て
、
お

前
の
亭
主
も
、
お
前
が
瀬
戸
物
を
割
っ
た
と
き
に
、
も
し
も
瀬
戸

物
ば
か
り
気
に
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
ら
別
れ
て
し
ま
え
と
教
え

た
。
お
崎
は
帰
宅
し
て
瀬
戸
物
を
壊
す
。
亭
主
は
驚
い
て
「
け
が

は
な
か
っ
た
か
」
と
聞
く
。「
ま
あ
、
あ
り
が
た
い
。
お
前
さ
ん
、

そ
ん
な
に
あ
た
し
の
体
が
だ
い
じ
か
い
」「
あ
た
り
め
え
じ
ゃ
ね

え
か
、
け
が
し
て
み
ね
え
、
あ
し
た
っ
か
ら
遊
ん
で
て
酒
飲
む
こ

と
が
で
き
ね
え
」。
古
い
江
戸
の
噺
で
あ
り
、八
代
目
桂
文
楽
（
か

つ
ら
ぶ
ん
ら
く
）
が
研
究
を
重
ね
て
完
成
し
た
。﹇
関
山
和
夫
﹈

こ
の
落
語
の
存
在
に
よ
っ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ
る
話

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

②
子
曰
、
剛
毅
木
訥
、
近
仁
。

「
子
曰
く
、
剛
毅
木
訥
は
、
仁
に
近
し
。」

通
訳　

孔
子
言
う
、
剛
毅
木
訥
の
も
の
は
、
そ
れ
が
直
ち
に
仁
と
は

い
え
な
く
て
も
、
極
め
て
仁
に
近
い
も
の
で
あ
る
。（『
新
釈
漢
文
大

系　

第
一
巻　

論
語
』）

補
説　

無
欲
の
者
は
果
敢
で
あ
り
、
果
敢
な
者
質
朴
で
あ
り
、
質
朴

な
者
は
言
葉
に
遅
鈍
で
あ
る
。
そ
の
逆
の
連
な
り
も
ま
た
真
実
で
あ

る
。
こ
の
四
字
は
一
句
で
一
つ
の
意
味
を
か
も
し
出
す
。
そ
の
意
味

を
、
孔
子
は
「
仁
に
近
し
」
と
受
け
と
め
た
。
学
而
第
一
と
陽
貨
第

十
七
と
に
重
ね
て
見
え
る
「
巧
言
令
色
、
鮮
な
し
仁
」
を
、
反
面
か

ら
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
巧
言
令
色
」
が
古
語
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
剛
毅
木
訥
」
も
古
語
で
あ
ろ
う
。（『
全
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

論
語
』）

「
剛
」
は
気
性
や
意
志
が
強
い
、
物
欲
に
屈
従
し
な
い
。「
毅
」
は
気

性
が
強
く
て
、
果
断
。「
木
」
は
朴
と
同
じ
で
、
山
出
し
の
木
の
ま
ま
。

質
朴
で
飾
り
の
な
い
こ
と
。「
訥
」
は
言
葉
の
下
手
な
こ
と
。
口
数
の

少
な
い
こ
と
。
孔
子
は
こ
の
言
葉
を
通
し
て
、
人
の
四
つ
の
品
質
を
称

賛
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
中
国
で
は
中
学
校
の
『
語
文
』
教
材
に
は

載
っ
て
い
な
い
が
、
高
校
の
教
材
に
は
載
っ
て
い
る
。
中
学
生
に
と
っ

て
は
、
理
解
し
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
「
木
」
と
「
訥
」
と
の

理
解
で
あ
ろ
う
。「
木
」
と
「
訥
」
は
古
代
で
は
、
人
を
褒
め
る
言
葉

と
し
て
、
質
朴
で
訥
弁
と
い
う
意
味
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
貶
義
語
と

し
て
口
数
が
少
な
い
、
人
と
の
交
流
が
苦
手
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
口
数
が
少
な
い
の
は
必
ず
悪
い
こ

と
と
は
言
え
な
い
。「
不
言
実
行
」
と
「
訥
言
敏
行
」
と
い
う
四
字
熟

語
が
あ
る
。
は
口
下
手
だ
が
、
行
動
は
敏
速
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。「
不
言
実
行
」
は
文
句
や
理
屈
を
言
わ
ず
に
、
黙
っ
て
な
す
べ

き
こ
と
を
実
行
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
訥
言
敏
行
」
は
『
論
語
』

里
仁
に
あ
る
言
葉
「
子
曰
、
君
子
欲
訥
於
言
、
而
敏
於
行
」（
子
曰
く
、
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君
子
は
言
に
訥
に
し
て
、
行
い
に
敏
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。）
が
出
典

で
あ
る
。

③
子
曰
、
過
而
不
改
、
是
謂
過
矣
。

「
子
曰
く
、
過
ち
て
改
め
ざ
る
、
是
を
過
と
謂
ふ
。」

通
訳　

孔
子
言
う
、
人
は
何
人
と
い
え
ど
も
過
ち
の
あ
る
も
の
で
あ

る
が
、
過
ち
を
犯
し
て
そ
の
過
ち
を
改
め
な
い
の
が
、
ほ
ん
と
う
の

過
ち
と
い
う
も
の
だ
。（『
新
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

論
語
』）

余
説　

孔
子
は
過
ち
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
は
言
わ
な
い
。
過
っ
た

ら
改
め
よ
と
い
う
。
同
じ
過
ち
を
再
び
犯
さ
な
い
の
が
偉
い
と
い
っ

て
顔
回
は
ほ
め
ら
れ
た
。
子
夏
は
、
小
人
の
過
ち
や
必
ず
文
る
と
い

い
、
子
貢
は
、
君
子
の
過
ち
は
日
月
の
蝕
の
如
く
で
、
す
ぐ
改
め
る

も
の
だ
と
言
っ
た
。
孟
子
の
、「
古
の
君
子
は
過
ち
て
は
則
ち
こ
れ

を
改
む
。
今
の
君
子
は
過
ち
て
は
則
ち
こ
れ
に
従
ふ
」（
公
孫
丑
下
）

と
い
う
の
も
、
同
じ
趣
旨
に
も
と
づ
く
言
葉
で
あ
る
。（『
新
釈
漢
文

大
系　

第
一
巻　

論
語
』）

こ
の
言
葉
は
「
子
曰
く
、
三
人
行
け
ば
、
必
ず
我
が
師
有
り
。
其
の

善
な
る
者
を
択
び
て
之
に
従
ひ
、
そ
の
不
善
な
る
者
に
し
て
、
之
を
改

む
」
と
同
じ
で
、
中
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
人
々
が
知
っ
て
い
る
。
た
だ
、

中
学
校
の
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
小

中
学
校
で
作
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
も
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
言

葉
を
読
ん
で
、
私
は
こ
れ
と
似
て
い
る
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
は

「
人
非
聖
賢
、
孰
能
無
過
。
過
而
能
改
、
善
莫
大
焉
」（
出
自
『
左
傳
・

宣
公
二
年
』）。
こ
の
言
葉
の
意
味
は
一
般
の
人
は
聖
人
や
賢
人
で
は
な

く
、誰
で
も
過
ち
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
過
ち
を
改
め
る
な
ら
、

ど
れ
だ
け
い
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。中
国
で
は
、

む
し
ろ
、
こ
の
言
葉
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　

お
わ
り
に

中
国
と
日
本
の
中
学
校
国
語
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
『
論
語
』
の
言

葉
の
対
照
研
究
を
通
し
て
、
両
国
と
も
孔
子
の
学
問
に
対
す
る
態
度
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
中
国
の
国
語
教
科

書
に
載
っ
て
い
る
も
の
を
日
本
の
国
語
教
科
書
に
入
れ
、
日
本
の
国
語

教
科
書
に
載
っ
て
い
る
も
の
も
中
国
の
国
語
教
科
書
に
導
入
す
れ
ば
、

両
国
の
文
化
の
交
流
は
一
層
深
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
は
中
日
の
中
学
校
国
語
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
孔
子
の
言
葉
に

対
し
て
比
較
し
て
み
た
が
、
小
学
校
と
高
校
の
国
語
教
科
書
に
触
れ
て

い
な
か
っ
た
。
両
国
と
も
中
学
校
国
語
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
孔

子
の
言
葉
は
小
学
校
、
高
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
そ
の
比
較
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
一　

郭 

沫
若
（
か
く 

ま
つ
じ
ゃ
く
）
―
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共

和
国
の
政
治
家
、
文
学
者
、
詩
人
、
歴
史
家
。
原
名
は
郭
開
貞
で
、
開

貞
は
諱
、
沫
若
は
号
に
あ
た
る
。
字
は
鼎
堂
。
中
国
の
近
代
文
学
・
歴

史
学
の
先
駆
者
。
日
本
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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参
考
文
献　
『
論
語
』
新
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

吉
田
賢
抗
著　

明

治
書
院
一
九
八
八
年
、『
論
語
』
全
釈
漢
文
大
系　

第
一
巻　

平
岡
武

夫
著　

集
英
社　

一
九
八
〇
年
、『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
。

〈
資
料
〉

以
下
は「
論
語
」が
中
国
語
教
科
書
に
掲
載
載
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

○
初
中
『
语
文
』
人
民
教
育
出
版
社
七
年
級
上
冊
「《
论
语
》
十
二
章
」

1
、 

子
曰
：〝
学
而
时
习
之
，不
亦
说
乎
？
有
朋
自
远
方
来
，不
亦
乐
乎
？

人
不
知
而
不
愠
，
不
亦
君
子
乎
？
〞（
学
而
第
一
）

2
、 

曾
子
曰
：〝
吾
日
三
省
吾
身
。
为
人
谋
而
不
忠
乎
？
与
朋
友
交
而

不
信
乎
？
传
不
习
乎
？
〞（
学
而
第
一
）

3
、 

子
曰
：〝
吾
十
有
五
而
志
于
学
，
三
十
而
立
，
四
十
而
不
惑
，

五
十
而
知
天
命
，
六
十
而
耳
顺
，
七
十
而
从
心
所
欲
，
不
逾
矩
。〞

（
為
政
第
二
）

4
、 

子
曰
：〝
温
故
而
知
新
，
可
以
为
师
矣
。〞（
為
政
第
二
）

5
、 

子
曰
：〝
学
而
不
思
则
罔
，
思
而
不
学
则
殆
。〞（
為
政
第
二
）

6
、 

子
曰
：〝
贤
哉
回
也
，
一
箪
食
，
一
瓢
饮
，
在
陋
巷
，
人
不
堪
其
忧
，

回
也
不
改
其
乐
。
贤
哉
回
也
。〞（
雍
也
第
六
）

7
、 

子
曰
：〝
知
之
者
不
如
好
之
者
，
好
之
者
不
如
乐
之
者
。〞（
雍
也

第
六
）

8
、 

子
曰
：〝
饭
疏
食
饮
水
，
曲
肱
而
枕
之
，
乐
亦
在
其
中
矣
。
不
义

而
富
且
贵
，
于
我
如
浮
云
。〞（
述
而
第
七
）

9
、 

子
曰
：〝
三
人
行
，
必
有
我
师
焉
。
择
其
善
者
而
从
之
，
其
不
善

者
而
改
之
。〞（
述
而
第
七
）

10
、 

子
在
川
上
曰
：〝
逝
者
如
斯
夫
！
不
舍
昼
夜
。〞（
子
罕
第
九
）

11
、 

子
曰
：〝
三
军
可
夺
帅
也
，
匹
夫
不
可
夺
志
也
。〞（
子
罕
第
九
）

12
、
子
夏
曰
：〝
博
学
而
笃
志
，
切
问
而
近
思
，
仁
在
其
中
矣
。〞（
子

張
第
十
九
）

○
初
中
『
语
文
』人
民
教
育
出
版
社
七
年
級
上
冊
「《
论
语
》
十
則
」（
旧
版
）

1
、 

子
曰
：〝
学
而
时
习
之
，不
亦
说
乎
？
有
朋
自
远
方
来
，不
亦
乐
乎
？

人
不
知
而
不
悦
，
不
亦
君
子
乎
？
〞（
学
而
第
一
）

2
、 

曾
子
曰
：〝
吾
日
三
省
吾
身
―
为
人
谋
而
不
忠
乎
？
与
朋
友
交
而

不
信
乎
？
传
不
习
乎 

？
〞 （
学
而
第
一
）

3
、 

子
曰
：〝
温
故
而
知
新
，
可
以
为
师
矣
。〞（
為
政
第
二
）

4
、 

子
曰
：〝
学
而
不
思
则
罔
，
思
而
不
学
则
殆
。〞（
為
政
第
二
）

5
、 

子
曰
：〝
由
，
诲
女
知
之
乎
！
知
之
为
知
之
，
不
知
为
不
知
，
是

知
也
。〞（
為
政
第
二
）

6
、 

子
曰
：〝
见
贤
思
齐
焉
，
见
不
贤
而
内
自
省
也
。〞（
里
仁
第
四
）

7
、 

子
曰
：〝
三
人
行
，
必
有
我
师
焉;

择
其
善
者
而
从
之
，
其
不
善

者
而
改
之
。〞 （
述
而
第
七
）

8
、 
曾
子
曰
：〝
士
不
可
以
不
弘
毅
，
任
重
而
道
远
。
仁
以
为
己
任
，

不
亦
重
乎
？
死
而
后
已
，
不
亦
远
乎
。〞（
泰
伯
第
八
）

9
、 

子
曰
：〝
岁
寒
，
然
后
知
松
柏
之
后
凋
也
。〞（
子
罕
第
九
）

10
、 

子
贡
问
曰
：〝
有
一
言
而
可
以
终
身
行
之
者
乎
？
〞
子
曰
：〝
其
恕
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乎
！
己
所
不
欲
，
勿
施
于
人
。〞（
衛
霊
公
第
十
五
）

○
初
中
『
语
文
』
語
文
出
版
社
九
年
級
上
冊
「《
论
语
》
十
則
」

1
、 

曾
子
曰
：〝
吾
日
三
省
吾
―
为
人
谋
而
不
忠
乎
？
与
朋
友
交
而
不

信
乎
？
传
不
习
乎
？
〞 （
学
而
第
一
）

2
、 

子
曰
：〝
见
贤
思
齐
焉
，
见
不
贤
而
内
自
省
也
。〞 （
里
仁
第
四
）

3
、 

子
贡
问
曰
：〝
有
一
言
而
可
以
终
身
行
之
者
乎
？
〞
子
曰
：〝
其
恕

乎
！
己
所
不
欲
，
勿
施
于
人
。〞 （
衛
霊
公
第
十
五
）

4
、 

曾
子
曰
：〝
士
不
可
以
不
弘
毅
，
任
重
而
道
远
。〞 （
泰
伯
第
八
）

5
、 

子
曰
：〝
富
与
贵
，
是
人
之
所
欲
也
；
不
以
其
道
得
之
，
不
处
也
。

贫
与
贱
，
是
人
之
所
恶
也
；
不
以
其
道
得
之
，
不
去
也
。〞 （
里
仁

第
四
）

6
、 

子
贡
问
君
子
。
子
曰
：〝
先
行
其
言
而
后
从
之
。〞 （
為
政
第
二
）

7
、 

子
曰
：〝
君
子
成
人
之
美
，
不
成
人
之
恶
。
小
人
反
是
。〞 （
顔
淵

第
十
二
）

8
、 

子
曰
：〝
富
而
可
求
也
，
虽
执
鞭
之
士
，
吾
亦
为
之
。
如
不
可
求
，

从
吾
所
好
。〞 （
述
而
第
七
）

9
、 

子
在
齐
闻
《
韶
》，
三
月
不
知
肉
味
，
曰
：〝
不
图
为
乐
之
至
於
斯

也
。〞 （
述
而
第
七
）

10
、 （
点
）
曰
：〝
莫
春
者
，
春
服
既
成
，
冠
者
五
六
人
，
童
子
六
七
人
，

浴
乎
沂
，
风
乎
舞
雩
，咏
而
归
。〞
喟
然
叹
曰
：〝
吾
与
点
也
！
〞 （
先

進
第
十
一
）

○
初
中
『
语
文
』
語
文
出
版
社
七
年
級
上
冊
「《
论
语
》
六
則
」

1
、 

子
曰
：〝
学
而
时
习
之
，不
亦
说
乎
？
有
朋
自
远
方
来
，不
亦
乐
乎
？

人
不
知
而
不
愠
，
不
亦
君
子
乎
？
〞 （
学
而
第
一
）

2
、 

子
曰
：〝
温
故
而
知
新
，
可
以
为
师
矣
。〞（
為
政
第
二
）

3
、 

子
曰
：〝
学
而
不
思
则
罔
，
思
而
不
学
则
殆
。〞（
為
政
第
二
）

4
、 

子
贡
问
曰
：〝
孔
文
子
何
以
谓
之
文
也
？
〞
子
曰
：〝
敏
而
好
学
，

不
耻
下
问
，
是
以
谓
之
文
也
。〞 （ 

公
冶
長
第
五
）

5
、 

子
曰
：〝
默
而
识
之
，
学
而
不
厌
，
诲
人
不
倦
，
何
有
于
我
哉
。〞 （
述

而
第
七
）

6
、 

子
曰
：〝
三
人
行
，
必
有
我
师
焉
。
择
其
善
者
而
从
之
，
其
不
善

者
而
改
之
。〞 （
述
而
第
七
）

○
初
中
『
语
文
』
江
蘇
教
育
出
版
社
七
年
級
上
冊
「《
论
语
》
八
則
」

1
、 

子
曰
：〝
学
而
时
习
之
，不
亦
说
乎
？
有
朋
自
远
方
来
，不
亦
乐
乎
？

人
不
知
而
不
愠
，
不
亦
君
子
乎
？
〞（
学
而
第
一
）

2
、 

子
曰
：〝
温
故
而
知
新
，
可
以
为
师
矣
。〞（
為
政
第
二
）

3
、 

子
曰
：〝
学
而
不
思
则
罔
，
思
而
不
学
则
殆
。〞（
為
政
第
二
）

4
、 

子
曰
：〝
由
，
诲
女
知
之
乎
？
知
之
为
知
之
，
不
知
为
不
知
，
是

知
也
。〞 （
為
政
第
二
）

5
、 
子
贡
问
曰
：〝
孔
文
子
何
以
谓
之
文
也
？
〞
子
曰
：〝
敏
而
好
学
，

不
耻
下
问
，
是
以
谓
之
文
也
。〞 （ 

公
冶
長
第
五
）

6
、 

子
曰
：〝
默
而
识
之
，
学
而
不
厌
，
诲
人
不
倦
，
何
有
于
我
哉
！
〞 

（
述
而
第
七
）
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7
、 

子
曰
：〝
三
人
行
，
必
有
我
师
焉
；
择
其
善
者
而
从
之
，
其
不
善

者
而
改
之
。〞（
述
而
第
七
）

8
、 
子
曰
：〝
不
愤
不
启
，
不

不
发
。
举
一
隅
不
以
三
隅
反
，
则
不

也
。〞 （
述
而
第
七
）

 
（
し
ゅ
う　

ふ
く
こ
う
・
本
学
大
学
院
修
士
課
程
二
年
）


